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TSSの 運 用 につ い て

46年4月1日 よ り九州 大 学 大 鷺楚計 算 機 セ ン ター に接 続 さ れ て い るTSS端 局 が21局 に なllま した。

この 時 期 に は 、 ハ ー ドウ ェア の 構成 変 更(フ ァ イル装 置 の 増 強)、ソ フ トウエ ア の レベ ル ア ヅ プ、利 用

方 法 の 変 更(ジ ョブ制 御 マ ク ロ 、 ジ ョブ 種 別 の 変 更)等 も重 な り、TSS利 用 者 の 方 々 に は 大 変 ご迷

惑 を お か け しま した こ と を お わ び い た し ます。

新 設 さ れ た端 局 の 中 に は 数 教 室 で の 共 濁 利 用 の端 局 も あ り、端 局 の管 理 、運 用 、TSSの 現 状 把 握 、

実 験使 用 上 の セ ン ター との 協 力体 制 等 種 々 の 問 題 が起 っ て お り、 さ らに一搬 に は バ ッチジョブ との

両 立 の 問 題 も起 っ て い ます 。 三 れ らの 問 題 に 対 す るセ ン ター の 基 本的 考 え方 を 以 下1こ述 べ ます 。 利

用 者 の 方 々の 理 解 と協 力 を お願 い い た し ます 。

1.TSSの 運 用 に 関 す る 基本 方針 お よ び経 過

九 州 大 学 大 型 計 算 機 セ ン ター 設 置 準備 委 員 会機 種 選 定 調 ず義小委 員 会 は 昭 秘42年4月 機 季・童選 定 方 針

の1つ と して 「TSSの 実 験 的 使 用 が で き る こ と。 そ の ため に 数 局 の端 局 を セ ン ター内 に設 置す る

こ と。 通 信 制 御 装 置 の回線容量 は 多少 の 余 裕 が あ る こ と。」を挙 げ て い ますaこ の判断 の 基準 は ♪大の

よ う な もの と考 え られ ます。

(1)TSSは 現 在 ハ ー ドウエ ア 的 に も ソ フト ウ エ ア 的 に も、ま た運用上 も十 分 に 定 着 し た シ ステ ム

で は な い 。

(2>レ ンタル金額 ど現在および将来の計算需要を考え為と、バッチ処埋 方式の効率を優先的に考

え ざ る を え な い。

(3)TSSは 将 来 の 計 算機 利 用 の 大 きな 部 分 を 占め る よ うに な るで あ ろ う,、

(4>九 州 大 学 大 型 計 算機 セ ン ター と して は 、将 来 の 計 算機 利RY」L式 を考 え るi=でTSSの 実 験 研 究

を 行 な い 、ハ ー ドウ エ ア 、ソ フ トウ エ ア 上 の 問題 点 の 解 明 、運 川 方 式 の検 討 等 を行 な っ て い くこ

とが 必 要 で あ る。

(5)手 始 め は セ ン ター 内 で 試 験 的 運 用 が で き れ ば よい が 、 しだ い に 範 囲 を広 げ 般 利 用 者 も実 験

聖 に 参 加 で きる よ うに し た い
。

これ がTSS運 用 に 関 す るセ ン ター の 基 本方 針 と な っ て い ます 。

この 方 針 に 従 い 昭 和44年10月 よ})セ ン ター 内 で のTSSの 実 験 的 運 用 を 開 始 し、 セ ン ター 研 究 開 発

部 お よ び利 用者 有 志 に よ るTSS実 験 グル ー プ に よ っ て 、 セ ン ター 内端 局 を使用 して の 実 験 を行 な っ



てきました。 この結果、ある程度端局数をふや し、利用者層 も広げて実験を行なえる体制になったの

で、45年5月 の運営委員会で とりあえず50ボ ー端局20局 の実験局の公募 を行 なうことが決定 され、同

時に端局設置の基準が次のように定まりました。

(1)センターに予算がない現状では端局および端局設置の経費(回 線借料 を含む)は設置者負担 とする。

(2)端局の認可には次の事 を考慮する。

(イ)端 局利用者数

(ロ)TSS実 験研究に対する参加協力体制の程度

(ハ)セ ンターと端局 との距離

運営委員会のこの決定は次のような考えが基礎にならています。

(1)TSSの 実験は、本来センターの責任で行 なうべ きであるが、経費的にも、人的にも、センター

だけで行な うのは不可能 である。 したがって、利用者側の協力によって実験 を進めたい。

また実験的運用 とはいえ、ある程度の利用 ヒの効果は期待出来るので、これを利用者に解放 しな

いわけにはいかない。

(2)そのため、TSSの 実験研究の効果が最 も一Eがり、なおかつTSSに よる運用の本来の効果が上

が る端局について設置を進めて行 きたい。

この方針により45年7月 の運営委員会で18局 の端局の設置が認められましたが、メーカー側のソフ

トウエアの整備の遅れ、センターの運用体制の不備等 もあ り、利用上の効果は余 り上がっていない

のが実情ですが、今しば らくのご協力をお願 いいたします。

2.今 後の運用方針

5月28日 、当センターの運営委員会 が開催 され、TSSの 今後の運用方針が検討 されました。その

結 果、別項"TSS運 用の問題点"に 見られるように、現システム構成 と計算需要を考 えると、TSSを

運営の主体にすることは不可能であるが、TSSが 今後の計算機利用の重要 な一方式であるとすれば、

当センターとしては十分な実験 を行なうことと、ある程度の実績をもってお くことが必要である との

判断にたち、次のような方針が決定 されました。

(1)実験 としてだけではな く、実質的効果があがるよう小規模ながら運用に組み込む。

(2)端局の新設は現在の通信制御装置の回線数の範囲で認める。

(3)TSS運 用時間を、バ ッチジョブ処理に影響が出ないよう通常勤務時間外に割 り当て、システム

安定度に応 じて4時 間/日 を目標に時間数 を増加 させるよう努力する。 当面次の時間 とする。



月 、水17:00～21:00

土13:oo～17:0o

た だ し、TSS運 用 時 間 は シ ステ ム 安 定 度 、バ ッ チジョブ の 混 み 具 合 等 に よ っ て は 、 少 な くな

る こ と もあ る。 、

(4>TSSの 実状 を 利 用 者 に よ く知 らせ る と共 に 、効 果 的 な使 用 法 につ い て の研 究 お よ び指 導 を行 な う。

この 方 針 に 従 っ て 、6月 中 に は残 りの 端 局12局 の 公 募 が 行 な わ れ 、7月 か ら はTSSの 運 用 時 間 が(3)

の よ うに 増加 さ れ る予 定 で す 。

TSS運 用の問題点

5月28Hセ ン ター の 運 営 委 員 会 が 開 催 さ れ 、 別 項"TSSの 運 用 に つ い て"に 見 られ る よ うに 今 後

のTSSの 運 用 方 針 が 決 定 され ま した。 以 下 は その 時 の検 討 資 料 で す が 、 こ れ に あ ります よ うに

TSSの 前 途 は 容 易 で は な い よ うで す。

この ため 、 運 営 委 員 会 で は 昭 和47年 以 後 の 概 算要 求 で 、TSSサ ー ビ スの ため の シ ス テ ム の 予 算 を要

求 し て い くこ と を決 定 して い ます 。

(1>シ ス テ ム のバ ラ ン スの 問 題

現 在 の シ ス テ ム は 、機 種 選 定 方 針 に も とづ き、 バ ッチ ジ ョブ処 理 の 効 率 を主 と して 考 え られ た もの

で あ り 、TSSに 関 して は 、 実 験 的 使 用 が で き る と い う条件 で 構 成 さ れ て い る。 た と えば 、 主 記 憶 装

置 は 増 強 さ れ た とは い え160KWで 、TSSモ ニ タの 主 記 憶 常 駐 部 が 現 在100KW近 くあ るの で 、マ ル チ

ジ ョ ブ 、マ ル チ プ ロ セ シ ン グの 効 果 が 十 分 に あ が ら な い。 また 、 フ ァ イ ル 関 係 もか な りの 増 強 を行 な

っ た が 、主 体 は 大 容 量 パ ッ ク で あ り、TSSで 特 に 必 要 な 高 速 の ドラム は4本 に す ぎ な い。 この 程 度

の シ ス テ ム で どれ くらい の 端 末 を設 け てTSSが 行 な え るか に つ い て は 明確 な 判 断 を くだ しに くい が 、

TSS専 用 シ ス テ ム と して ハ ー ドウエ ア を構 成 し、 専用 ソ フ トウ エ ア を 用 い て も2oo～3oo台 の端 宋

に サ ー ビ スで き る程 度 で あ ろ う と考 え られ るの で 、バ ッチ 処 理 に 主 力 を お い て い る現 シ ステ ム で は 、

40～50台 の端 末 にサ ー ビ ス を行 な うの が 精 一 杯 で は な い か と考 え られ る。

(2)ソ フ トウ エ アの 問 題

現 在 使 用 して い る ソ フ トウ エ ア は"MV・TSS(Eo26T)"で あ り、主 記 憶 常 駐 部 が か な り大 き くな

っ て い る。 した が っ て 、上 述 の よ うにマ ル チジョブ 、 マ ル チ プ ロセ シ ン グの 効 果 が あ が ら ず シ ステ ム

の処 理 効率 はか な})悪 い。 そ の 上 、 バ ッチ 処 理 に 用 い て い る ソ フ トウ エ ア"MV改(Eo5o)'tと 仕 様 が

多 少 異 なっ て い るた め 、ファイル の 使 用 法 等 に か な り問 題 が あ る。


